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会社概要 

 

１．組 織 の 概 要 

事 業 所 名  株式会社 マスダ 

代 表 者 名  代表取締役社長 増田 博 

所 在 地 

◆本   社 

 

 

◆東京事務所 

 

 

◆宮田とうふ工房 

  

〒399 - 4301  長野県上伊那郡宮田村 6689 - 1  

TEL 0265(85)2086  FAX 0265(85)4277  

 

〒193 - 0832  東京都八王子市散田町 5 - 15 - 12 秋山ビル 105  

TEL  0426( 82)1370  FAX  0426(82)1371  

 

〒399 - 4301  長野県上伊那郡宮田村 6638 - 3  

TEL  0265(84)1102  FAX  0265(85)2411  

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 
 

 

 医療機器・光学機器・空気油圧機器等の部品加工と組立。 

精密部品加工用治工具・一般製造組立。 

パイプ曲げ・銀ろう付加工。 

 

シートメタル事業部 ･･･ パンチ･レーザー複合機・曲げ・溶接加工。 

 

食品部『宮田とうふ工房』･････ 地元産大豆使用食品製造･販売。 

 
 

資 本 金  1,500 万円 

述 べ 床 面 積  5,3 62.8 ㎡ 

従 業 員 数  ２２０ 人 

環境管理責任者  業務部  部長 井上 大助 
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実施体制 

 
 

 

 

２．対 象 範 囲 
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３．環 境 経 営 方 針 
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２０２１年度 実績（基準値） 
 

 

２０２２年度～２０２４年度 目標（短期、中長期目標） 
 

 

４．環 境 経 営 目 標 

 単  位 実  績  値  

二酸化炭素(CO 2 )排出量 ㎏-  CO2 ／1,000 万円 5 ,522.60   

廃棄物排出量 ㎏／1,000 万円 
精密部品部門 54.32   

食品部門 1 7.99       

水資源投入量 ／1,000 万円 40.54   

食品廃棄物再生利用等の実施率 ％ 9 1.2   

化学物質使用量 ㎏／年 946.47   

グリーン購入 

【県内産原料商品の販促】 

売上金額／月     

達成率(％) 
88.71   

製品・サービス 

【不良損金】 

実績金額／月     

達成率(％) 
33.62   

  今年度目標   

 単   位 
2022 年度目標 

(基準値に対し１％削減) 

20 2 3 年度目標 

(基準値に対し２％削減) 

20 2 4 年度目標 

(基準値に対し３％削減) 

二酸化炭素(CO 2 )排出量削減 ㎏-  CO2 ／1,000 万円 5,467.37  5 656.20  5 598.49  

廃棄物排出量削減 ㎏／1,000 万円 71.59  88.26  8 7.36  

水資源投入量削減 ／1,000 万円 40.14  4 7.90  4 7.41  

食品廃棄物再生利用等実施率 ％ 9 2.1  9 3.0 0  94 .00  

化学物質使用量削減 ㎏／年 9 37.0 1  9 27.54  9 18.07  

     

 単   位 202 2 年度目標 20 2 3 年度目標 202 4 年度目標 

グリーン購入 

【県内産原材料商品の販促】 

売上金額／月     

達成率(％) 
100  100  100  

     

 単   位 202 2 年度目標 202 3 年度目標 202 4 年度目標 

製品・サービス 

【不良損金の削減】 

実績金額／月     

達成率(％) 
100  100  100  
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業務部 

2

2018

 

品質技術部 

2018

2

 

製造部 

2

2018

 

 

 

５．環 境 経 営 計 画 

2022 

2022 

2022 
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シートメタル事業部 

2

2018

 

食品部 

2

2018

 
 

 

2022 

2022 
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６．環境経営目標の達成状況及び評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 二酸化炭素(CO2)排出量 ◇ 購入電力(中部電力)調整後排出係数 0.480（㎏-CO2/kWh） 

 2 020 年 2 021 年 2 022 年 

目標値 5 ,692.82  5 ,713.92  5 ,467.37  

実績値 5 ,771.64  5 ,522.60  6,075.80  

総排出量 1 ,657,480.64  1 ,78 2 ,944.77  2,035,477 .47  

達成率 9 8.6%  1 03.5%  9 0 .00%  

評 価 B A  B 
 

 

 

  

  

 

 

◇ 廃棄物排出量 ◇ 

 2 020 年 2 021 年 2 022 年 

目標値 93.38  89.16  7 1.59  

実績値 

精密部門 
6 5.76  5 4.32  4 5.05  

実績値 

食品部門 
24.31  1 7.99  2 0.65  

全社合計 90.07  72.31  6 5.70  

総排出量 

精密部門 
28,451.2  28,181.6  2 5,898.2  

総排出量 

食品部門 
7,202 .3  5,957.5  6,918.7  

全社合計 35,653.5  34 ,139.1  3 3,274.6  

達成率 103.7 ％ 123.3 ％ 1 09.0%  

評 価 A  A  A  
 

↓目標達成 

↓目標達成 
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◇ 水資源投入量 ◇ 

 2 020 年 2 021 年 2 022 年 

目標値 3 7.91  4 8.39  40.14  

実績値 4 8.88  4 0.54  36.54  

総投入量 1 4,037.30  1 3,311.00  12,246.00  

達成率 7 7.6%  1 19.4%  109. ８％ 

評 価 C A  A  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 食品廃棄物再生利用等の実施率 ◇ 

 2 020 年 202 1 年 202 2 年 

目標値 90.6  9 1 .2  9 2.1  

実績値 9 0.3  9 1.2  90.1  

達成率 9 9.7%  1 00.0%  97.8 ％ 

評 価 B A  B 
 

↓目標達成 
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◇ 化学物質使用量削減 ◇ 

 20 20 年 202 1 年 202 2 年 

目標値 1,457.34  937.00  937.01  

実績値 951.51  946.47  786.47  

達成率 153.2 ％ 99.0 ％ 119.1 ％ 

評 価 A  B A  
 

 

 

  

 

 

 

◇ 製品サービス【不良損金の削減】◇ 

 2 020 年 202 1 年 202 2 年 

目標値 100 ％ 

達成率 64.88 % 33.62 % 29.29 ％ 

評 価 C C C 
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◇ グリーン購入【県内産原料商品の販促】◇ 

 20 20 年 202 1 年 202 2 年 

目標値 100 ％ 

達成率 106.79 % 88.71 % 93.03%  

評 価 A  C B 
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７．環境経営計画の実施状況及び評価 

評 価 

各職場での管理業務の時間削減をメインに1 年間取り組むこと

ができた。 

新規個注品の展開にデジタルツールを使う事で急な休み時で

も現在の進捗状況を確認できるようになった、現在はある程度

新規品の取込み工数が落ち着いている為負荷を分散させなく

ても対応出来ている。デジタルツール使用ルールについては使

用頻度を上げ窓口担当にて検討（ルール決め未達成） 

次年度の

取組内容 

来年度は生産管理の業務改善に取り組む。 

デジタルツール使用ルールについては使用頻度を上げ窓口担

当にて検討（ルール決め未達成） 

評 価 

日程管理と進捗確認の徹底。特急案件は、常務による生産

調整と汎用チーム等での迅速な対応。高負荷時は、客先納

期に影響がない範囲での日程調整の協力を関係各所にして

貰う事で達成。 

大量不良に焦点を当て、重点職場巡回実施。品質強化月間

とも連動させた。 
 

次年度の

取組内容 

来期以降も引き続き、フローに従い設計ミスを出さない活動と 

日程の管理を行い納期遅れを出さない活動を継続する 

評 価 

計画的な多能工化により、シフト出勤を実施し稼働拡大。 

工数改善・品質改善による全数検査の廃止や停滞品削減。 

生産管理との編成打合せ実施による機械停止時間の削減。 

中途採用者の基礎教育ＯＪＴによる多能工化の実施。 

教育実施により旋盤加工のながれが良くなり、目標値以上の取

り込み成果が出た。 

次年度の

取組内容 

不良率に関して、室温管理・機械保全管理を実施したが、位置

ずれ、バリ問題に課題がある。今年度のデータを参考に来期は

不良率を下げる活動を実施する。 

評 価 

購入品の目標金額に対し 7.7 ％削減を達成。 

技術標準書の作成、それを基に教育の実施。 

ﾒﾝﾊﾞｰ異動により生産性の弱い工程へのテコ入れを実施。 

５Ｓ・識別管理活動により工程内不良率目標値達成。 

次年度の

取組内容 

受注量減少に備えた営業活動・超勤削減・他部署編応援を実施。 

若手・中堅社員への教育・勉強会の実施。 

思い込み作業の撲滅と部品の出来栄えの確認の実施による不

具合流出の削減 

評 価 

昨年に引き続きインスタグラム等の SNS の活用により、店舗

の売上は昨年を維持できているが、コロナ禍による影響は大き

い。 

昨年より乾燥おからの製造を減らすことにより、ガスの使用量

が大幅に削減できた。 

次年度の

取組内容 

食品廃棄物の発生抑制に関する数値目標を設定する。 

燃料費高騰により移動販売の販売ルートの見直しが必要。 

県内産原料の商品の積極的な開発、新店舗での販促の推進。 

実店舗以外のＥＣサイト構築による販路拡大。 

2022 

2022 

2022 

2022 

2022 
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反･訴訟の有無 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連法規への違反はありません。 

 過去３年間及び４ｹ月の活動期間中、監督機関からの違反等の指摘はありません。 

 近隣からの苦情もありません。 
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 
 

 
 

 


